
（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (1)職務の理解  

指導目標 

介護職員初任者研修の受講に先立ち、これからの介護が目指すべきケア等の実践について、介護

職がどのような環境で、どのような形で、どのような人を対象とした仕事を行うのか、受講生の

方に具体的なイメージを持って頂く。以降の研修に実践的に取り組みやすい様に理解して頂く。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

①多様なサービスと理解 2 2 0 

 

（講義内容） 

 ・「介護」についての概念・考え方 

 ・介護保険サービスと介護保険外サービスについて 

 

②介護職の仕事内容や働く現

場の理解 
4 4 0 

 

（講義内容） 

 ・居宅・施設の多様な働く現場におけるそれぞれの仕事内容 

 ・居宅・施設の実際のサービス提供現場の具体的イメージ 

 ・介護の職務の基本的理解とキャリアアップについて 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

（合計時間数） 6 6 0  

 

使用する機器・備品等 

 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 1巻 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数について 

は別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ          

 

 

科目番号・科目名 (2)介護における尊厳の保持・自立支援 

指導目標 

①介護職として、利用者の尊厳のある暮らしを支える専門職であることを自覚し、自立支援・介

護予防という介護・福祉サービスを提供するにあたっての基本的視点・行動が理解できるよう

になる。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

①人権と尊厳を支える介護 4 1 3 

（通信学習） 

 ・人権・QOLの考え方 

 ・個人の権利を守る制度の概要 

（個人情報保護法・成年後見人制度・生活保護制度） 

（講義内容） 

 ・人権・ノーマライゼーションの考え方 

 ・医療・福祉分野での人権について 

 ・身体拘束・高齢者虐待について 

②自立に向けた介護 3 1 2 

（通信学習） 

 ・自立支援について 

 ・介護予防の取組み 

（講義内容） 

 ・自立支援を支えるための QOLの考え方 

 ・残存機能の活用と個別ケアの重要性 

 ・介護予防の考え方と重度化の防止 

 

 

③人権啓発に係る基礎知識 

 

2 2 0 

 

（講義内容） 

 ・人権について 

 ・人権への取組み 

 ・身近な人権への気づき 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

（合計時間数） 9 4 5  

 

使用する機器・備品等 

 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 1巻 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



 

（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (3)介護の基本 

指導目標 

介護職に求められる専門性と職業倫理の必要性を理解して頂き、職務上におけるリスクとその対

応策を指導する。 

介護を必要としている人の個別性を理解し、その人の生活を支えるという視点からも支援を捉え

ることができるよう指導する。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

①介護職の役割・専門性と多

職種との連携 
2 1 1 

（通信学習） 

 ・介護の専門性 

 ・求められる介護福祉士像・チームケアについて 

（講義内容） 

 ・地域包括ケアシステムの狙いと方向性 

 ・介護に関する職種と多職種連携・チームケアについて 

 

②介護職の職業倫理 1 1 0 

（講義内容） 

 ・専門職としての倫理の意義 

 ・倫理綱領について 

 ・プライバシーの尊重と秘密保持義務について 

 

③介護における安全の確保と 

 リスクマネジメント 

2 0.5 1.5 

（通信学習） 

 ・介護労働における安全の確保 

 ・感染症の基礎知識・感染の原因と経路 

（講義内容） 

 ・事故予防と事故に対する対応 

 ・安全対策と危険予知訓練 

 

④介護職の安全 1 0.5 0.5 

（通信学習） 

 ・介護職員のこころとからだの健康管理 

 

（講義内容） 

 ・介護職員の健康管理の重要性 

 ・感染症の予防対策 

 ・腰痛予防の対策 

 

    

 

 

 

 

 

（合計時間数） 6 3 3  

 

使用する機器・備品等 

 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 1巻 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (4)介護・福祉サービスの理解と医療の連携  

指導目標 

介護保険制度や障がい者総合支援制度を担う一員として、最低限理解しておくべき制度について

理解させる。 

サービスまでの利用の流れ、各専門職の役割・責務についての概要を理解し、チームケアの重要

性について指導する。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

①介護保険制度 3 1.5 1.5 

（通信学習） 

 ・介護保険制度創設の背景と目的 

 ・制度全体のしくみの基礎的理解 

（講義内容） 

 ・制度全体の基礎的理解 

 ・介護サービスの分類と種類 

 ・ケアマネジメントの重要性・ケアプランに基づくケア 

 

②医療との連携とリハビリテ

ーション 
3 0.5 2.5 

（通信学習） 

 ・介護職と医行為 

 ・リハビリテーションについて 

（講義内容） 

 ・介護職が行える医行為について 

 ・医療と介護職の役割・連携について 

 

③障がい者総合支援制度 

 およびその他の制度 

 

3 0.5 2.5 

（通信学習） 

 ・障がい者総合支援制度の基礎的理解 

 ・個人の権利を守る制度の概要 

（講義内容） 

 ・障がいの概念と ICF・個別ケアの重要性 

 ・介護保険と障がい福祉サービスの「共生型サービス」 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

（合計時間数） 9 2.5 6.5  

 

使用する機器・備品等 

 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 1巻 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (5)介護におけるコミュニケーション技術  

指導目標 

高齢者や障がい者のコミュニケーション能力は 1 人 1 人異なること。そして、その違いを認識

してコミュニケーションを取ることが専門職に求められていることを理解して頂く。 

介護職員初任者として最低限の取るべき行動・注意する点を指導する。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

①介護におけるコミュニケー

ション 
3 2 1 

（通信学習） 

 ・コミュニケーションとは 

 ・コミュニケーションの技法 

 ・利用者の状態に応じたコミュニケーションの方法 

（講義内容） 

 ・対人援助における個別援助技術の基本原則を学ぶ 

 ・演習を通じて、実際のコミュニケーションの技法を学ぶ。 

  聞く側・話す側を体験してもらい、実際にコミュニケーシ

ョンを体験する。 

【演習内容】 

 ・ペアもしくはグループになり、ワークを行う。 

  その後、ペアワークについてのフィードバックを行う。 

  

②介護におけるチームのコミ

ュニケーション 
3 1 2 

（通信学習） 

 ・介護に関する記録の意義と種類 

（講義内容） 

 ・介護における情報共有の重要性 

  報告・連絡・相談の留意点 

 ・記録の書き方と留意点 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

（合計時間数） 6 3 3  

 

使用する機器・備品等 

 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 2巻 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (6)老化の理解 

指導目標 
加齢・老化に伴う心身の変化や疾患について、生理的な側面から理解できるよう指導する。 

また、職員自身が継続的に学習すべき事項について指導する。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

 

①老化に伴うこころとからだ  

の変化と日常 

 

3 2 1 

（通信学習） 

 ・老化の特徴とからだの状態の観察ポイント 

 ・フレイル予防について 

（講義内容） 

 ・老化の特徴・状態の観察ポイント 

 ・講義・演習を通じ、実際に観察のポイントを質問する 

  ペアワークをおこない、高齢者の方にも分かりやすい質問

の方法を学ぶ。 

   

②高齢者と健康 3 1 2 

（通信学習） 

 ・高齢者に多い疾患の基本的理解 

 ・老人病と成人病・生活習慣病 

（講義内容） 

 ・高齢者に多い疾患と日常生活上の留意点 

・小さな変化に気付く視点 

 ・意識障害の確認の方法 

 ・嚥下障害による誤嚥性肺炎の危険性 

 

 
   

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

（合計時間数） 6 3 3  

 

使用する機器・備品等 

 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 2巻 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (7)認知症の理解  

指導目標 

・認知症という疾患・中核症状と周辺症状について指導する。 

・認知症による障がいの状態や原因となる医学的な理解とともに、予防の対策や健康管理につい  

て指導する。 

・1人 1人の症状や障がいに対してケアの方法が異なることを理解できるよう指導する。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

①認知症を取り巻く状況 1 1 0 

（講義内容） 

 ・認知症について学ぶことの重要性 

 ・認知症ケアの理念（パーソンセンタードケア） 

 ・認知症ケアの視点（できることに着目する） 

②医学的側面から見た認知症

の基礎と健康管理 
2 0.5 1.5 

（通信学習） 

 ・認知症の基礎・原因疾患・治療方法 

 ・認知症による障害 

（講義内容） 

 ・認知症の方の健康管理のポイント 

③認知症に伴うこころとから

だの変化と日常生活 

 

2 0.5 1.5 

（通信学習） 

 ・認知症の中核症状と周辺症状 

 ・認知症の方へのコミュニケーション 

（講義内容） 

 ・認知症による生活障がいの事例 

 ・中核症状と周辺症状の関係性とケアの方法 

④家族への支援 1 1 0 

（講義内容） 

 ・家族の介護負担感を理解する 

 ・家族に対する支援の方法・レスパイトケア 

 ・サービスに入るに当たって、 

ご家族とのコミュニケーションの重要性 

    

 

 

 

 

 

（合計時間数） 6 3 3  

 

使用する機器・備品等 

 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 2巻 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

 

 

 



 

（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (8)障がいの理解  

指導目標 

障がいの概念・障害者福祉の基本理念について指導する。 

障がい者福祉の基本的な考え方について理解し、障がいのある方に対する介護方法について指導

する。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

①障がいの基礎的理解 1 0.5 0.5 

（通信学習） 

 ・障がいの概念・障害者基本法 

（講義内容） 

 ・障がいの概念 

・障がい者福祉の基本理念 

②障がいの医学的側面・生活

障がい、心理・行動の特徴、

関わり支援等の基礎的理解 

1 0.5 0.5 

（通信学習） 

 ・障がいの医学的側面の基礎知識 

（講義内容） 

 ・精神障がい・発達障がいについて 

 ・障がいの受容について 

 ・知識を持った上でのケアの重要性 

③家族との心理・かかわり 

 支援の理解 

 

1 0.5 0.5 

（通信学習） 

 ・家族への支援方法 

（講義内容） 

 ・家族の障がい受容 

 ・社会資源の活用 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

（合計時間数） 3 1.5 1.5  

 

使用する機器・備品等 

 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 2巻 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (9)こころとからだのしくみと生活支援技術  

指導目標 

介護技術の根拠となる人体の構造や機能に関する知識を習得し、安全な介護サービスの提供方法

を理解し、基礎的な一部または全介助等の介護が実施できるようになる。 

尊厳を保持し、その人の自立及び自律を尊重し、現存能力を発揮してもらいながらその方の 

在宅・地域等での生活を支える介護技術や知識を習得させる。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

Ⅰ①介護の基本的な考え方 3 1 2 

（通信学習） 

 ・法的根拠に基づく介護・QOLの視点 

（講義内容） 

 ・介護サービスの目的 

 ・理論に基づく介護・介護の専門性 

Ⅰ②介護に関するこころのし

くみの基礎的理解 
5 2 3 

（通信学習） 

 ・学習と記憶の基礎的理解・感情と知識の基礎的理解 

（講義内容） 

 ・自己概念と老年期の生きがい 

 ・老化や障がいを受け入れる課程（自己受容と社会受容） 

 ・介護職としての受容段階での支援のポイント 

Ⅰ③介護に関するからだのし

くみの基礎的理解 

 

5 3 2 

（通信学習） 

 ・人体の各部の名称と働きに関する基礎知識 

（講義内容） 

 ・バイタルサインについて 

 ・利用者の様子と普段の違いに気付く視点 

 ・ボディメカニクスについて 

 ・高齢者の健康とは 

 ・QOLと ADLについて 

Ⅱ④生活と家事 5 3 2 

（通信学習） 

 ・家事援助に関する基礎的知識と生活支援の方法 

（講義内容） 

 ・家事と生活の理解 

 ・家事援助の基礎的理解 

（生活歴・自立支援・現存能力を引き出す） 

 ・生活支援のポイント（食事・洗濯・清掃） 

 ・居室環境の整備の重要性（ベッドメイキング） 

Ⅱ⑤快適な住環境整備と介護 5 3 2 

（通信学習） 

 ・快適な住環境に関する基礎知識 

（講義内容） 

 ・高齢者・障がい者特有の居住環境整備 

  家庭内で多い事故の事例・バリアフリー 

 ・福祉用具の活用・住宅各所の環境整備のポイント 

 ・介護負担の軽減と事故防止・目的に合わせた住環境整備 

（合計時間数） 23 12 11  

 

使用する機器・備品等 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 3巻 

【実習用具】 

 ベッド・サイドレール・介助バー・シーツ・車椅子 福祉用具カタログ 

  

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (9)こころとからだのしくみと生活支援技術  

指導目標 

 

同目標 

 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

Ⅱ⑥整容に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護 

7 7 0 

（講義内容） 

 ・身じたくの意義と介護の基本 

 ・衣服の着脱の基本的手順 

 ・整容の目的と種類 

 ・口腔ケアについて 

（実習内容） 

 ・衣服の着脱の支援方法をペアになり行う。 

（前開き・かぶりの服・座位時と臥床時） 

介助する側・される側を体験し、感想を話し合う。 

Ⅱ⑦移動・移乗に関連したこ

ころとからだのしくみと

自立に向けた介護 

12 12 0 

（講義内容） 

 ・移動・移乗に関する基礎知識 

 ・ICFの考え方と社会参加の支援 

 ・ボディメカニクスについて 

 ・移動・移乗時におこる事故の原因・予防方法 

 ・移動・移乗時に使用する福祉用具と点検項目について 

（実習内容） 

 ・杖・車椅子を使用した外出介助 

 ・ベッド上での体位変換・ベッドから車椅子への移乗方法 

  介助する側・される側を体験し、感想を話し合う。 

Ⅱ⑧食事に関連したこころと 

  からだのしくみと自立に

向けた介護 

 

5 4 1 

（通信学習） 

 ・食事の栄養素とその働き・疾患別の食事の工夫 

（講義内容） 

 ・食事の意義と目的 

 ・食中毒・感染症予防のポイント 

 ・食事と社会参加の関係性 

 ・食事介助の基本 

（実習内容） 

 ・実際に食事介助をする・される側を体験 

  障がい・介護度の違いによって介助方法の違いを体験する。 

  （視覚障害・片麻痺・全介助・自立） 

（合計時間数） 24 23 1  

 

使用する機器・備品等 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 3巻 

【実習用具】 

 ベッド・シーツ・枕・タオルケット・車椅子・ポータブルトイレ・衣服（かぶり・前開き）・歯ブラ

シ・コップ・ガーグルベース・ブラシ・鏡・アイマスク・ストロー・食器・お箸・フォーク・スプー

ン 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

 

 

 

 



 

 

 

（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (9こころとからだのしくみと生活支援技術  

指導目標 

 

同目標 

 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

Ⅱ⑨入浴・清潔保持に関連し      

  たこころとからだのしく  

  みと自立に向けた介護 

7 7 0 

（講義内容） 

 ・入浴・清潔保持の意義と目的 

 ・入浴・清潔を保つための方法 

 ・楽しい入浴を阻害するこころとからだの要因 

 ・入浴介助の方法・入浴用具と整容用具の活用方法 

（実習内容） 

 ・部分浴（手浴・足浴・清拭）の手順を学ぶ 

Ⅱ⑩排泄に関連したこころと 

  からだのしくみと自立に

向けた介護 

7 7 0 

（講義内容） 

 ・排泄に関する基礎知識 

 ・排泄介護の基本視点（尊厳の保持と自立支援について） 

 ・排泄環境の整備と排泄用具の活用方法 

 ・排泄を阻害するからだの要因（排尿・排便障害） 

（実習内容） 

・排泄用具を使用した介助方法 

・ベッド状でのオムツ交換の方法（テープ式） 

  ・教科書のワークに沿って事例検討をおこない、 

   支援方法を考える。 

Ⅱ⑪睡眠に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護 

 

2 2 0 

（講義内容） 

 ・睡眠の種類と入眠儀式 

 ・睡眠環境の整備と福祉用具の活用 

 ・褥瘡の発生と予防について 

 

（合計時間数） 16 16 0  

 

使用する機器・備品等 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 3巻 

【実習用具】 

  ベッド・シーツ・枕・足浴手浴用桶・タオル・清拭用ハンカチ・紙おむつ（テープ式・パンツ式） 

  パット・布オムツ・ポータブルトイレ 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (9)こころとからだのしくみと生活支援技術 

指導目標 

 

同目標 

 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

Ⅱ⑫死にゆく人に関連したこ

ころとからだのしくみと

終末期介護 

1 1 0 

（講義内容） 

 ・終末期介護に関する基礎知識 

 ・死が近づいた時の兆候と介護 

 ・ターミナルケアにおける介護職員の基本的態度 

 ・多職種間でのチームケア 

Ⅲ⑬介護課程の基礎的理解 6 6 0 

（講義内容） 

 ・介護課程に基づく介護展開 

 ・介護課程の目的・意義・展開 

 ・介護課程とチームアプローチ 

（グループワーク） 

 教科書の事例に基づき、アセスメント・計画立案・実施・評

価の作成を行い、介護課程の流れを理解する。 

 

Ⅲ⑭総合生活支援技術演習 
 6 6 0 

（講義内容） 

 ・事例展開に関する実技演習 

  生活の各場面での介護について、ある状態像の利用者を想     

  定し、一連の生活支援を提供する流れの理解と技術の習慣、 

  利用者の心身の状況に合わせた介護を提供する視点を習得

する。 

 ・レクリエーションの提供 

  レクリエーションの意義を学び、利用者の興味と現存能力 

  に適したレクリエーションの選択・提供をおこなえるよう 

  学ぶ。 

 

（合計時間数） 13 13 0  

 

使用する機器・備品等 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 3巻 

【実習用具】 

  ベッド・シーツ・枕・タオル・車椅子・杖・ポータブルトイレ 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

（別添２－２） 

平成 31 年 3 月 13 日現在 

シラバス 
 

指定番号 154        

商号又は名称：有限会社さざなみ              

 

 

科目番号・科目名 (10)振り返り  

指導目標 
介護職員初任者研修で学んで来たことを今後の仕事に活かしてもらえるよう、 

全体の振り返りをおこない、継続した学びに繋げられるよう指導に取り組む。 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

①振り返り 3 3 0 

（講義内容） 

 ・全体の振り返り 

 ・介護職として働いていく上での基本の考え方をもう一度 

  振り返る 

 （自立支援・個別ケアの重要性・チームケア 等） 

 

（グループワーク） 

 ・全課程で学んだことを踏まえ、今後の仕事にどのように 

  活かしていきたいか・どのように利用者と接していきたい  

  かを考え、発表する。 

②就業への備えと研修終了後

における実例 
1 1 0 

（講義内容） 

 ・介護職としてのキャリアアップについて 

 

 
   

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

（合計時間数） 4 4 0  

 

使用する機器・備品等 

株式会社日本医療企画発行 『介護職員初任者研修課程テキスト』第 1.2.3巻 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

 



記載例／ 実習を実施する場合又は視聴覚教材を活用する場合 

（別添２－２） 

平成２５年４月１日現在 

シラバス 
 

指定番号 １９            

商号又は名称：株式会社大阪商事  

 

 

科目番号・科目名 （１） 職務の理解 

指導目標 
① ○○○○ 

② ○○○○ 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

① 多様なサービスと理解 ２．５ ２．５  

 

＜講義内容＞ 

○○○○ 

○○○○ 

 

 

 

 

＜演習実施方法＞ 

演習手法：「介護職の仕事の内容」について、班体制を 

用いてグループディスカッションを行う。 

 

② 介護職の仕事内容や働く

現場の理解 
３．５ ３．５  

 

＜講義内容＞ 

講師による講義の他、視聴覚教材を活用し、理解を深める。 

 

OR 

 

＜実習＞ 

・実習プログラム内容 

・プログラムの特色 

 ・指導体制 

 

（合計時間数） ６ ６ ０  

 

使用する機器・備品等 

 

㈱○○出版発行 

 DVD教材 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

「介護職員初任者研修における目

標、評価の指針」（別紙２）やテキスト

等を参考に指導計画を作成すること。 

 

別紙に記載しても可。 

実習を実施する場合は、実習実施内容を

記載すること。 

 

実習を組み入れることができる科目は、

「(1)職務の理解」及び「(10)振り返り」の

みであるので注意すること。 

また、当該科目は、項目のすべてを実習

に充てることも構わない。 

実習に代わり、介護の現場や仕事

ぶり等を紹介した DVD等の視聴覚

教材を活用して理解を深めてもら

う方法も可能。ただし、視聴覚教材

のみを視聴するだけの授業は認め

られないので注意すること。 



記載例／ 通信学習の場合 

（別添２－２） 

平成２５年４月１日現在 

シラバス 
 

指定番号 １９            

商号又は名称：株式会社大阪商事  

 

 

科目番号・科目名 （２） 介護における尊厳の保持・自立支援職務の理解 

指導目標 

① ○○○○ 

② ○○○○ 

③ ○○○○ 

項目番号・項目名 時間数 

うち 

通学学習 

時間数 

うち 

通信学習 

時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 

（別紙でも可） 

① 人権と尊厳を支える介護 

３ １ ２ 

 

＜通信学習課題の内容＞ 

○○○○ 

 

＜講義内容＞ 

○○○○ 

○○○○ 

 

 

 

＜演習実施方法＞ 

○○○○ 

 

② 自立に向けた介護 ４ １ ３ 

 

＜通信学習課題の内容＞ 

○○○○ 

 

＜講義内容＞ 

○○○○ 

○○○○ 

 

＜演習実施方法＞ 

○○○○ 

 

③ 人権啓発に係る基礎知識 ２ ２  

 

＜講義内容＞ 

○○○○ 

○○○○ 

（合計時間数） ９ ４ ５  

 

使用する機器・備品等 

 

 

 

 

 

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 

※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 

※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 

※ 項目ごとに時間数を設定すること。 

※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 

「別紙３ 通信形式で実施できる科

目ごとの上限時間と各科目の総時間」を

基に、通信学習時間の上限を超えないよ

う注意すること。 

「人権啓発に係る基礎知

識」は、通信学習で実施でき

ないので注意すること。 


